
☆賞状伝達 

 

２月２１日（月） 日新タイム（業間）の時間に、「千葉県小中高校書初め展覧会」で、「書星

会賞」を受賞した５名の児童に賞状伝達を行いました。今回は、コロナの感染拡大防止対策とし

て、「リモート」で行いました。 

賞状伝達後、校長から、受賞者へのお祝いの言葉に続き、①北京2022冬季オリンピックで、目

標達成のために努力をし続け、全力で取り組んだ選手の皆さんから多くの感動をもらい、スポー

ツの素晴らしさを再認識したこと。②６年生は、卒業まで一日一日を大切にし、残り少なくなっ

た東小での生活を充実したものにしてほしいこと。卒業プロジェクトは、コロナの影響で活動が

制限されてしまっているが、できる範囲の中で最高の思い出作りをしてほしいこと。③１～６年

生は、これまでお世話になった６年生に感謝の思いを伝えられるよう、６年生を送る会の準備を

頑張ってほしいこと。④現在、コロナの急激な感染拡大により、さまざまな面で「がまん」をし

なくてはならないが、この先、コロナが収束して元のように活動できる日が来ることを信じて、

今は、東小学校の皆で力を合わせて頑張ってほしいこと。の４点についてお話がありました。 

 

 

 ※受賞者は、ぎんなんホールで賞状伝達を行い、 

その他の児童は、教室でその様子を視聴しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


